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	原材料：チタン合金
	原理等
	本品でインプラント製品を骨に密着させることにより、インプラント製品の固定を補強する。
	寛骨臼カップ、サポート・リングもしくは脛骨コンポーネント等を正しく設置した後、必要に応じて本品を用いて、スクリュー固定を行います。以下に代表的な使用方法例を記載いたします。
	寛骨臼カップの固定
	1.カップのスクリューホールから、ドリルガイド及びフレキシブルドリルシャフトを用いて仙腸関節方向にドリリングします。
	2.最適な長さのスクリューを選択するためにデプスゲージでソケットの深さを測定します。
	3.フレキシブルドリルシャフトにタップを取り付け、スクリューのピッチに合わせて深さ約10mmのタッピングを行います。
	4.仙腸関節方向にスクリューを刺入しドライバーで締め付けます。
	5.スクリューヘッドがソケット内に完全に挿入され、ヘッドがソケット内に完全に埋没したことを確認します。
	サポート・リングの固定
	1.ドリルガイド及びフレキシブルドリルシャフトを用いてサポートリング中央のスクリュー用穴より臼蓋にドリリングを行います。
	2.さらに左右対称に3～5個の孔を作製します。
	3.デプスゲージを用いて、スクリューの長さを決めます。
	4.スクリューを挿入します。
	5.骨硬化が生じている部分にスクリューがかかる場合には、タップを使用します。
	脛骨コンポーネントの固定
	1.脛骨近位部の処置を行い、脛骨コンポーネントを挿入します。
	2.2本のスクリューを内側は少し中心に向け、外側は約10 中心に向けて使用します。
	3.軟部組織との接触を避けるため、スクリューが皮質骨内に収まるようにします。
	本品は未滅菌の為、各施設で採用されている滅菌方法及び滅菌条件にて滅菌を行った後使用してください。以下にオートクレーブ滅菌を行う場合の条件例を示します。
	ISO/DIS13683に従い、飽和蒸気サイクルでの曝露相当時間134℃で最小3分もしくは、121℃で最小15分の蒸気加熱滅菌を行う。

